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次
つぎ

の朝
あさ

，リンとオーサムは教
きょう

会
かい

に行
い

きました。長
なが

い道
みち

のりで
す。歩

ある

きながら，リンはオーサムに初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の歌
うた

をいくつか教
おし

えました。
途
と

中
ちゅう

で，ほかの子
こ

供
ども

たちが家
か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

に教
きょう

会
かい

に向
む

かって歩
ある

い
ているのが見

み

えました。オーサムに意
い

地
じ

悪
わる

をした子
こ

たちもい
ます。

「あの子
こ

たちも教
きょう

会
かい

に行
い

くのかしら」と，オーサムは不
ふ

安
あん

そうに聞
き

きました。
「心

しん

配
ぱい

しないで」と，リンは言
い

いました。「大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

だよ。」リンは，ほかの子
こ

供
ども

たちが自
じ

分
ぶん

の新
あたら

しい友
とも

達
だち

に親
しん

切
せつ

にしてくれるようにと，心
こころ

の中
なか

で短
みじか

くい
のりました。

初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の部
へ

屋
や

に入
はい

って行
い

くと，ほかの子
こ

供
ども

たちがリンにほほえみかけました。でも
オーサムを見

み

て，何
なん

人
にん

かのほほえみが消
き

え
ました。その子

こ

たちは少
すこ

しとまどって，き
んちょうしているようでした。

モヨ姉
し

妹
まい

がせいくを読
よ

みました。「その
ように，あなたがたの光

ひかり

を人
ひと

々
びと

の前
まえ

にか
がやかし，そして，人

ひと

々
びと

があなたがたのよ
いおこないを見

み

て，天
てん

にいますあなたが
たの父

ちち

をあがめるようにしなさい。」* モ
ヨ姉

し

妹
まい

は顔
かお

を上
あ

げました。「わたしたち

このお話
はなし

はジンバブエでの出
で

来
き

事
ごと

です。

太
た い

陽
よう

がかがやいています。リンは外
そと

に出
で

て，走
はし

って
遊
あそ

びに行
い

きました。村
むら

のほかの子
こ

供
ども

たちがキック
ボールをしています。みんな紙

かみ

をくしゃくしゃにし，ビ
ニールぶくろでしっかりと包

つつ

みこんで，自
じ

分
ぶん

のボールを
作
つく

っていました。
リンは加

くわ

わろうとして，急
いそ

ぎました。ところが，何
なに

かが
彼
かの

女
じょ

を止
と

めました。
近
ちか

くの木
き

の下
した

に，オーサムという名
な

前
まえ

の女
おんな

の子
こ

がす
わっていました。何

なん

人
にん

かの子
こ

供
ども

たちが，彼
かの

女
じょ

を指
ゆび

さして
笑
わら

いました。でも，オーサムは笑
わら

いませんでした。代
か

わり
に，オーサムは両

りょう

手
て

で顔
かお

をおおいました。大
おお

きななみだ
がほおを流

なが

れ落
お

ちました。
やがて，ほかの子

こ

供
ども

たちもキックボール
に加

くわ

わり，オーサム一
ひと

人
り

だけが残
のこ

りま
した。

リンはみんなが楽
たの

しそうにして
いるのを見

み

ました。それから，
オーサムを見

み

ました。リンはイ
エス・キリストがなさることを
したいと思

おも

いました。
「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

？」リンが聞
き

きました。
リンはオーサムにほほえみかけ
ました。

かがやこう

イ
ラ
ス
ト
／
ケ
ー
テ
ィ
ー
・
リ
ュ
ー
ズ

リンは救
すく

い主
ぬし

が 
なさることをしたいと 

思
おも

いました。

ラネー・H・ポールター
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

* マタイ 5：16

は人
ひと

々
びと

に愛
あい

をしめすことで，自
じ

分
ぶん

の光
ひかり

を分
わ

かち合
あ

うこと
ができます。だれかが愛

あい

されていると感
かん

じられるよう
に助

たす

けた経
けい

験
けん

を分
わ

かち合
あ

ってくれる人
ひと

はいますか。」
だれも話

はな

しません。何
なん

人
にん

かの子
こ

供
ども

たちが，椅
い

子
す

の下
した

で
足
あし

をもぞもぞと動
うご

かしています。
やっと，男

おとこ

の子
こ

の一
ひと

人
り

が言
い

いました。「あの，オーサム，
ぼくたちあまりやさしくなかったね。泣

な

かせてしまって
ごめんなさい。ゆるしてくれる？」

リンはオーサムを見
み

ました。何
なん

て言
い

うかしら。
オーサムはゆっくりうなずくと，「うん」と，言

い

いまし
た。「ゆるすよ。」

モヨ姉
し

妹
まい

はほほえみました。「二
ふた

人
り

とも勇
ゆう

敢
かん

でやさし
いわ。あなたたちが救

すく

い主
ぬし

をとても幸
しあわ

せな気
き

持
も

ちにし
たことを，モヨ姉

し

妹
まい

は知
し

っています。」
次
つぎ

の日
ひ

，リンとオーサムは木
き

の下
した

にすわり，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

で教
おそ

わった歌
うた

を歌
うた

いました。間
ま

もなく，彼
かの

女
じょ

たちが歌
うた

っ
ているのをほかの子

こ

供
ども

たちが聞
き

いて，加
くわ

わりました。み
んなの歌

うた

でその場
ば

の空
くう

気
き

が満
み

たされました。
リンは心

こころ

の中
なか

で太
たい

陽
よう

がかがやいているように感
かん

じまし
た。イエス・キリストの愛

あい

を友
とも

達
だち

と分
わ

かち合
あ

えたことを
感
かん

謝
しゃ

しました。●

オーサムはなみだをぬぐい，うなずきました。
リンは小

ちい

さなぼうを 2 本
ほん

拾
ひろ

い，1 本
ぽん

をオーサムにわた
しました。「一

いっ

緒
しょ

に絵
え

をかく？」
「うん。」オーサムはぼうをもらい，地

じ

面
めん

に円
えん

をかきまし
た。
「太

たい

陽
よう

みたい」と，リンは言
い

いました。「太
たい

陽
よう

はいつも
わたしを幸

しあわ

せにしてくれるの。」女
おんな

の子
こ

たちはもっと絵
え

を
かきながら，くすくす笑

わら

いました。リンはオーサムが好
す

き
になりました。

そしてリンはあることを思
おも

いつきました。「明
あ

日
す

，わた
しと一

いっ

緒
しょ

に教
きょう

会
かい

に行
い

かない？ 歌
うた

を歌
うた

ったり，イエス・キ
リストについて学

まな

んだりするの。ほんとうに楽
たの

しいよ。」
「いいよ」と，オーサムは言

い

いました。「お母
かあ

さんに聞
き

いてみるね。」
オーサムがお母

かあ

さんを見
み

つけに走
はし

って行
い

くと，リンは少
すこ

しきんちょうしました。自
じ

分
ぶん

の住
す

んでいる地
ち

域
いき

の一
いち

部
ぶ

の
人
ひと

たちが，教
きょう

会
かい

に対
たい

して悪
わる

い感
かん

情
じょう

を持
も

っていることを知
し

っ
ていたのです。

でも間
ま

もなく，オーサムが走
はし

ってもどって来
き

ました。「お
母
かあ

さんが，いいって！」オーサムはリンをぎゅっとだきしめ
ました。「わたし，あなたはこれまでで最

さい

高
こう

の友
とも

達
だち

だって
お母

かあ

さんに言
い

ったの！」

オーサムはリンと一
いっ

緒
しょ

に�
教
きょう

会
かい

に行
い

き続
つづ

けました。その後
あと

，�
バプテスマを受

う

けました！


